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9月18日㈰に「JRAウインズ渋谷」で梨をはじめとする白井の農産物などの出店をします

　

し
ろ
い
の
梨

　
白
井
は
、
千
葉
県
一
の
梨
の
生
産
量
を
誇
り
、
全
国
で
も
有
数
の
生
産
地
で
す
。
生
産
に
適
し
た

土
地
の
た
め
、
甘
く
み
ず
み
ず
し
い
味
が
特
徴
で
す
。
夏
に
な
る
と
「
幸
水
」
を
は
じ
め
、「
豊
水
」

「
あ
き
づ
き
」「
新
高
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
品
種
が
順
次
出
荷
・
販
売
さ
れ
ま
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5
2

食
べ
て
み
て
笑
顔
ひ
ろ
が
る

梨
と
い
え
ば
「
し
ろ
い
」

で
す

　
梨
の
出
荷
が
始
ま
る
と
市
内
の
活

気
が
増
し
て
き
ま
す
。
梨
を
食
べ
る

と
夏
が
や
っ
て
き
た
と
感
じ
る
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
多
く
の
梨
園
が
あ
り
、

日
本
全
国
に
向
け
て
出
荷
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
直
売
所
に
は
大
勢
の

人
が
梨
を
求
め
て
訪
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、「
し
ろ
い
の
梨
」
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
力
を
入
れ
、
発
信
力
を

高
め
る
た
め
、
市
梨
業
組
合
や
J
A

西
印
旛
な
ど
と
連
携
し
、
市
梨
業
組

合
に
よ
る
梨
の
試
食
会
や
築
地
、
大

田
市
場
、
海
外
で
の
販
路
拡
大
な
ど

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
は
「
し
ろ
い
の
梨
」
の

知
名
度
を
上
げ
る
た
め
に
若
手
の
生

産
者
が
設
立
し
た
「
し
ろ
い
梨
P
R

委
員
会
」
が
、
白
井
駅
で
試
食
販
売

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
さ
ら
な
る

P
R
に
努
め
て
い
ま
す
。

白井市は
「ときめきと
み ど り あ ふ れ る
　　　　快活都市」

を目指します。No.807
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平成 28年
（2016 年）

　市には日本で唯一の競馬学校があります。
市内外の多くの皆さんに白井市や市の特産品
を広く知ってもらうため、市では市商工会お
よび白井工業団地協議会の協力で「白井特別」
競走を実施します。当日は市の特産品などの
展示・販売を行います。
日程　9月17日㈯　
場所　日本中央競馬会中山競馬場（船橋市）

競走名　第4回中山競馬第3日目第9競走「白井特別」競走
「白井特別」競走　特別席をプレゼントします

　日本中央競馬会では、当日の特別席（ペアシート）を抽選で30組60
人にプレゼントします。
対象　市内在住・在勤の満20歳以上
■申・■問　はがきに郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、希望人数（2
人まで）を記入の上、8月26日㈮（消印有効）までに郵送で秘書広報課
広報広聴班　内線3372 ～ 4へ
※応募は1人1枚とし、当選者には当選通知を送付します。

白 井 特 別 競 走

昨年の白井特別競走優勝馬

築地市場で「しろいの
梨」をPR

　8月 1日、市梨業組合が
東京の築地市場で市場関係
者や来場者を対象に試食会
を行いました。組合の皆さ
んは「おいしさではどこに
も負けない梨です」と力強
く PRしました。

とれたての梨を手にする子どもたち（市梨業組合の試食会から）

期間　9 月 3 日㈯～ 9月中旬　期間中は無休で
予約不要ですが、団体（10 人以上）は要連絡
です。（なくなり次第終了）
営業時間　午前 10 時～午後 6時
種類　豊水　♦直売・地方発送あり
場所　根 479－ 9　駐車場あり
☎（491）0446

　7月22日、市長と、秋本市梨業組合長
が東京都渋谷区の駐日モンゴル国大使館
に表敬訪問をしました。
　「しろいの梨」のブランド化と農業振
興を図るため、昨年に引き続き、9月14
日㈬から18日㈰までの5日間、市梨業組
合がモンゴル国ウランバートルでの商談
会に参加を予定しています。それに先立
ち、しろいの梨やモンゴルの農・商業について意見交換を行いました。
　ソドブジャムツ・フレルバータル大使は「モンゴルでは甘い梨は珍しく、
大事な人へのプレゼントに最適だと思います。ひとつひとつ丁寧に包装し
たら高級品として売れると思う」と話してくれました。
　市からは「しろいの梨がモンゴル国の人に愛され、モンゴル国への輸出
が成功して白井市とモンゴル国との交流が深まっていくことを願っていま
す」とアピールしました。
■問　農政課農政班　内線3252　

モンゴル国で「しろいの梨」を売り
込みます

ソドブジャムツ・フレルバータル大使（左）と意
見交換する伊澤市長と秋本市梨業組合長

七源果樹園押田観光梨園

　市内で手軽に梨狩り体験ができる観光梨園を紹介します。家族みんなで行ってみませんか。梨を選ぶ時は鮮度が命なので、地元生産者の話を聞
きながら購入するのがおすすめです。大きいほうがおいしいといわれますが、つやがありずっしり重く扁平気味なものが良いといわれています。
　また、市内には多くの直売所がありますが、直売所については市ホームページに情報を掲載しています。

期間　9 月 1 日㈭～ 30 日㈮　期間中は無休で
要予約です。
営業時間　午前 8時～午後 5時
種類　豊水、新高　♦直売・地方発送あり
場所　木 135　駐車場あり
☎（0120）471748

期間　10 月上旬まで　期間中は無休で予約不
要です。（なくなり次第終了）
営業時間　午前 10 時～午後 6時
種類　幸水、豊水、新高　♦直売・地方発送あり
場所　富塚 1142 － 3　駐車場あり
☎（492）0807

小川梨園

梨のもぎとり体験を楽しみませんか

小川園主の PRポイント
シーズン中梨狩りが楽しめ、梨の大きさ
が自慢です

今
年
の
で
き
具
合
は

　
7
月
28
日
に
市
梨
業
組
合
主
催
の

「
梨
の
試
食
会
」
が
白
井
梨
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
秋
本
享み

ち
ゆ
き志

組
合
長
は
「
今
年
も

順
調
に
生
育
し
て
い
ま
す
。
糖
度
が

13
度
も
あ
る
甘
い
梨
と
な
り
ま
し
た
。

お
い
し
い
梨
を
皆
さ
ん
に
た
く
さ
ん

食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
試
食
を
し
た
子
ど
も
た
ち
は

「
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
て
と
て
も
甘
く

て
お
い
し
い
！
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。

梨を試食する市場関係の皆さん

宇賀園主の PRポイント
甘みはもちろん、味わい深い梨づくりを
心掛けています

押田園主の PRポイント
梨のおいしさには自信があります



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

役
立
つ
！
中
高
年
の
再

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
ｉ

ｎ
印
西

　
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
白
井
市
・
印
西
市
・
鎌
ケ
谷

市
が
共
催
で
、
中
高
年
を
対
象
に
し

た
再
就
職
ま
で
の
悩
み
や
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

　
応
募
書
類
の
書
き
方
や
面
接
の
受

け
方
な
ど
「
就
職
ス
キ
ル
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
就
労
に
関
す

る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
と
就
労
相
談
会
は
雇
用

電
気
通
信
事
業
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

〜
光
回
線
や
携
帯
電
話
な
ど
の

　
　
　
　
　
契
約
書
は
し
っ
か
り
確
認
を
〜

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
204

Q
　
最
近
、
光
回
線
や
携
帯
電
話
な

ど
の
契
約
に
関
係
す
る
法
律
が
変

わ
っ
た
と
聞
い
た
。
詳
し
く
知
り
た

い
。

　
　
　
　
　
　
　（
70
歳
代
・
男
性
）

A
　
光
回
線
や
携
帯
電
話
な
ど
の
電

気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
に
関
わ
る

電
気
通
信
事
業
法
が
改
正
（
平
成
28

年
5
月
21
日
施
行
）
さ
れ
「
契
約
後

の
書
面
の
交
付
義
務
」「
初
期
契
約

解
除
制
度
」「
確
認
措
置
」
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

●
契
約
後
の
書
面
の
交
付
義
務

　
光
回
線
や
携
帯
電
話
な
ど
を
契
約

し
た
場
合
、
電
気
通
信
事
業
者
は
高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
に
配
慮
し
た

説
明
を
行
う
こ
と
や
、
契
約
内
容
を

明
ら
か
に
す
る
書
面
を
消
費
者
に
交

付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

●
初
期
契
約
解
除
制
度

　
契
約
書
を
受
領
し
た
日
か
ら
8
日

間
は
契
約
を
解
除
で
き
る
制
度
で
す
。

事
業
者
に
、
は
が
き
な
ど
の
書
面
を

送
付
し
て
行
い
ま
す
。

　
電
話
勧
誘
販
売
や
訪
問
販
売
に
限

ら
ず
、
通
信
販
売
や
店
頭
販
売
で
も
、

違
約
金
な
し
で
契
約
解
除
が
可
能
で

す
。

　
携
帯
電
話
の
端
末
や
契
約
解
除
ま

で
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
、
工
事
費
、

事
務
手
数
料
は
消
費
者
が
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
確
認
措
置

　
電
波
の
状
況
が
十
分
で
な
い
と
判

明
し
た
場
合
や
事
業
者
に
よ
る
契
約

前
の
説
明
、
書
面
交
付
の
状
況
に
問

題
が
あ
っ
た
場
合
に
限
り
、
端
末
も

含
め
て
契
約
を
解
除
で
き
る
制
度
で

す
。

　
店
舗
販
売
お
よ
び
通
信
販
売
で
契

約
し
た
移
動
通
信
サ
ー
ビ
ス
で
、
総

務
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
サ
ー
ビ
ス

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
契
約
書
面
に
記
載
さ
れ
た
手
順
に

従
い
事
業
者
側
に
申
し
立
て
ま
す
。

契
約
書
は
し
っ
か
り
確

認
を
し
ま
し
ょ
う

　
自
分
が
契
約
し
た
電
気
通
信
サ
ー

ビ
ス
が
「
初
期
契
約
解
除
制
度
」
ま

た
は
「
確
認
措
置
」
の
ど
ち
ら
の
対

象
に
な
る
か
は
書
面
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
必
ず
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
契

約
は
大
変
複
雑
な
た
め
、
料
金
の
割

り
引
き
内
容
や
解
約
時
の
条
件
な
ど

で
分
か
ら
な
い
こ
と
や
疑
問
が
あ
っ

た
ら
、
早
め
に
事
業
者
に
問
い
合
わ

せ
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
も
対
応
し

ま
す
の
で
、
困
っ
た
と
き
は
悩
ま
ず
、

す
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
〜
金
曜
日

　
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2
階
）

日本語による講演「サンマリノ共和国大使講演会」
　マンリオ・カデロ駐日サンマリノ共和国特命全権大使を
招いて、サンマリノの文化や歴史、日本との関係などにつ
いて日本語で講演を行います。
　第2部では、サンマリノの記念切手が当たる抽選会など
を行います。
日時　9月10日㈯　午後2時～ 4時　（開場　午後1時15分～）
※午後1時30分から、サンマリノの紹介DVDを上映します。
場所　文化会館かおりホール
対象　一般　150人（先着順）
参加費　無料

■問　企画政策課男女共同参画室　内線3355、白井国際交流協会　☎（497）3040

　サンマリノ共和国はイタリア中部に位置する世界で5番目に小さな国（人口約
36,000人）で、現存する世界最古の共和国です。ユニークな歴史や景観、買い物目的
に年間300万人以上の観光客が訪れる観光立国で、サンマリノだけで発行している切
手はとても珍しく、これを求めて訪れる観光客も多いそうです。

サンマリノの象徴「ティター
ノ山の断崖にそびえる塔」

保
険
受
給
者
の
活
動
実
績
と
な
り
ま

す
。

日
程

　
9
月
15
日
㈭

時
間

　
セ
ミ
ナ
ー

　
午
前
10
時
〜
午

後
0
時
30
分
、
就
労
相
談
会
　
午
後

1
時
30
分
〜

場
所

　
印
西
市
立
中
央
駅
前
地
域
交

流
館
2
号
館

対
象

　
セ
ミ
ナ
ー

　
お
お
む
ね
40
〜

65
歳
　
30
人
、
就
労
相
談
会
　
一
般

4
人
（
ど
ち
ら
も
申
し
込
み
順
）

※
セ
ミ
ナ
ー
ま
た
は
就
労
相
談
会
の

み
の
参
加
も
で
き
、
就
労
相
談
会
は

年
齢
を
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

申
　
電
話
で
商
工
振
興
課
商
工
振
興

班
　
内
線
3
2
4
1
へ

問
　
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

　
☎
0
4
3
（
2
4
5
）
9
4

2
0

入学試験の概要
学
科 募集人員 試験期日 試験会場 願書受付

農
学
科

推薦
入学 40人 10月25日㈫

千葉県立農
業 大 学 校
（東金市）

9月30日㈮～ 10月14
日㈮

一般
入学

A日程30人 平成29年1月13日㈮ 12月9日㈮～ 22日㈭

B日程10人 平成29年2月23日㈭ 平成29年1月30日㈪
～ 2月10日㈮

研
究
科

推薦
入学 10人 10月25日㈫ 9月30日㈮～ 10月14

日㈮

一般
入学

A日程10人 平成29年1月13日㈮ 12月9日㈮～ 22日㈭

B日程若干名 平成29年2月23日㈭ 平成29年1月30日㈪
～ 2月10日㈮

平成29年度千葉県立農業大学校の学生募集
（推薦・一般）

　千葉県立農業大学校では、農業を志す優れた担い手および指導者
の育成を目指し、入学生を募集します。
　入学試験の概要は下表のとおりです。出願書類は県のホームペー
ジをご覧ください。

■問　千葉県立農業学校　☎0475（52）5121、農政課農政班　内線3253

9月4日㈰「救急フェア」を開催
　4日㈰から10日㈯までは
「救急医療週間」で、9日は「救
急の日」と定めています。
　市民の皆さんに、救急に
対する正しい理解と認識を
深めていただくことを目的
に救急フェアを開催します。
※災害発生時、または発生
のおそれがある場合は中止
にする事があります。

日時　9月4日㈰　午前9時～午後1時
場所　DCMホーマック白井店
■問　白井消防署　☎（491）1111、西白井消防署　☎（492）4321

　印西地区消防組合では、市民への応急手
当ての普及啓発を図るため救命講習を実施
します。
日時　9月10日㈯　午前9時～午後5時
場所　印西地区消防組合消防本部（印西市）
対象　一般　30人（申し込み順）
※申込者が5人に満たない場合は中止します。
内容　上級救命講習（AED使用訓練含む）
※災害発生時、または発生のおそれがある
場合は中止にする事があります。
■申・■問　9月2日㈮の正午までに印西地区
消防本部警防課救急救助係　☎0476（46）
9964へ

救命講習受講者を募集
白井消防署増築・改修

工事に着手
　昭和54年建設の印西地区消防組
合白井消防署は、老朽化・耐震化
に伴い、平成27年度に実施設計を
策定し、本年8月から消防署南側に
増築棟建設工事、耐震改修工事を
行っています。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理
解ご協力をお願いします。
工事期間　平成30年3月末まで（予
定）
工事請負者　平山建設株式会社
■問　白井消防署総務係　☎（491）
1111

印西地区消防組合からのお知らせ

救急フェアの様子

◆「声の広報しろい」を配布
　目が不自由など活字による読書が困難な皆さ
んには、広報しろいなどの内容をボランティア
の皆さんが朗読し、CDに録音をした「声の広報
しろい」を配布していますので、希望する人は
社会福祉協議会　☎（492）5716へ申し込んでく
ださい。

「広報しろい」「声の広報しろい」の配布サービス
◆ポスティングサービス
　市では、新聞未購読の市内在住の人などに、ポスティングサービス（無料）で、
「広報しろい」を自宅ポストに配布しています。
　申し込みは随時行っていますので、希望する場合は秘書広報課へ連絡してく
ださい（申込日により配布開始日が異なります）。
　市の委託業者が申込者の自宅ポスト（集合住宅にお住まいの場合は、原則集
合ポスト）へ投函して配布します。
※発行日（毎月1日と15日）から3日以内で配布しているため、発行日に届かな
い場合があります。
■申・■問　電話か申込書（市ホームページにあります）に必要事項を記入し、ファ
クス、メールまたは直接秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4、{hisyo@city.
shiroi.chiba.jpへ

　スマートフォン
アプリ「i広報紙」
で広報しろいを配
信しています。い
つでもどこでも読
める便利なアプリ
です。

QRコード

お知らせ　広報しろい8月1日号2ページ「防犯指導員を委嘱しました」は、今年度新たに委嘱した指導員のみのお知らせとなります。なお昨年度から継
続の人については市ホームページで確認できます。
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「
中
学
校
卒
業
程
度
認

定
試
験
」
の
お
知
ら
せ

　
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
と
は
、

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ

り
、
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
す
る

義
務
を
猶
予
ま
た
は
免
除
な
ど
さ
れ

た
人
に
対
し
て
、
中
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す

る
た
め
に
国
が
行
う
試
験
で
す
。

　
試
験
に
合
格
し
た
人
に
は
、
高
等

学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
願
書
の
配
布
場
所
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

受
験
資
格

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
る
人

ま
た
は
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ

っ
た
人
で
、
平
成
29
年
3
月
31
日
ま

で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

②
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶

予
ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、
か
つ
平

成
29
年
3
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
に

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

達
す
る
人
で
、
そ
の
年
度
の
終
わ
り

ま
で
に
中
学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と

見
込
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を

得
な
い
事
由
が
あ
る
と
文
部
科
学
大

臣
が
認
め
た
人

③
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で
に
満
16

歳
以
上
に
な
る
人
（
①
お
よ
び
④
に

該
当
す
る
人
を
除
く
）

④
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
人
で
、

平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳

以
上
に
な
る
人

試
験
日

　
10
月
27
日
㈭ 

試
験
会
場

　
千
葉
県
教
育
会
館
（
千

葉
市
）

願
書
受
付
期
間
　
8
月
22
日
㈪
〜
9

月
9
日
㈮
（
消
印
有
効
）

問
　
学
校
教
育
課
指
導
班
　
内
線

3
4
2
1

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所
　
9
月
7
日
㈬
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
9
月
20
日
㈫
・
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間

　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象

　
市
内
在
住
で
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
1
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

就
学
時
（
小
学
校
入
学

前
）
健
康
診
断
を
実
施

し
ま
す

　
来
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

平
成
22
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
23
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
の
健

康
診
断
と
発
達
検
査
を
、
下
表
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
10
月
上
旬
に
通
知
の

は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
。
住
所
地
の

小
学
校
で
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
通
知
が
届
か
な
い
」「
今
後
入
学

ま
で
の
間
に
他
市
町
村
へ
転
出
を
予

定
し
て
い
る
」「
や
む
を
得
な
い
事

情
に
よ
り
指
定
日
に
受
診
で
き
な
い
」

な
ど
の
場
合
は
、
必
ず
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

就学時（小学校入学前）健康診断日程表

学校名 日程 受付時間 終了時刻

白井第一小学校  10月24日㈪ 13:00 ～ 13:15 15:30

白井第二小学校  11月21日㈪ 13:00 ～ 13:15 15:00

白井第三小学校  10月21日㈮ 12:35 ～ 13:05 16:00

大山口小学校  11月8日㈫ 12:30 ～ 12:50 15:30

清水口小学校  11月15日㈫ 13:00 ～ 13:20 15:30

南山小学校  11月29日㈫ 13:00 ～ 13:15 15:30

七次台小学校  11月4日㈮ 13:00 ～ 13:15 16:00

池の上小学校  10月20日㈭ 13:00 ～ 13:20 15:45

桜台小学校  11月1日㈫ 13:00 ～ 13:15 15:30

※終了時刻は受診人数などにより変わる場合があります。

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
健
診
日
当
日
は
保
護
者
向
け
の
家

庭
教
育
講
座
を
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

問
　
学
校
教
育
課
指
導
班

　
内
線

3
4
2
1
・
6

　
当
日
は
受
付
時
間
を
厳
守
し
、
必

要
事
項
を
記
入
し
た
通
知
は
が
き
、

上
履
き
、
筆
記
用
具
を
持
参
、
脱
ぎ

着
し
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
自
転
車
や
徒
歩
で
の
来
校
に

印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
教
室

　「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
知
ろ
う
〜

診
断
や
治
療
、
食
事
の
コ
ツ
に
つ
い

て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
専
門
医
に
よ
る

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
体
験
発
表
も
あ
り
ま
す
。

日
時

　
9
月
21
日
㈬

　
午
前
10
時
〜

正
午

場
所
　
成
田
市
保
健
福
祉
館

対
象
　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も

（
18
歳
未
満
）
を
持
つ
保
護
者
　
40

人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
小
田
内
科
医
院
小
児
科
医
師

小
田
優
子
さ
ん

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
9
月
15
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保

健
課

　
☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1
1

3
4
へ

自
転
車
の
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
放
置
自
転
車
は
、
駅
前
広
場
や
歩

道
を
ふ
さ
ぎ
、
歩
行
者
や
身
体
に
障

が
い
が
あ
る
人
の
通
行
、
救
急
車
や

消
防
車
な
ど
に
よ
る
緊
急
活
動
の
妨

げ
と
な
り
ま
す
。

　「
少
し
の
時
間
だ
か
ら
」
「
た
っ

た
1
台
だ
け
」
が
多
く
の
放
置
自
転

車
を
呼
び
込
み
、
大
変
危
険
な
状
況

を
作
り
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
市
で
は
、「
市
自
転
車
等
の
放
置

防
止
に
関
す
る
条
例
」
で
、
下
図
の

と
お
り
白
井
駅
前
と
西
白
井
駅
前
の

周
辺
を「
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
」

に
定
め
て
い
ま
す
。

　
放
置
禁
止
区
域
に
放
置
さ
れ
て
い

る
自
転
車
や
原
動
機
付
自
転
車
は
、

同
条
例
に
基
づ
き
市
で
撤
去
、
移
送

し
ま
す
。

　
撤
去
し
た
自
転
車
な
ど
を
引
き
取

る
際
は
、
使
用
者
が
撤
去
費
用
を
負

担
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
駐
輪
す

る
と
き
は
必
ず
所
定
の
駐
輪
場
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
営
駐
輪
場
を
使
用
す
る
場
合
は

定
期
利
用
の
申
請
を
す
る
か
、
一
時

利
用
券
を
購
入
し
て
自
転
車
な
ど
に

貼
付
し
ま
し
ょ
う
。

　
無
許
可
駐
輪
も
撤
去
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
自
転
車
な
ど
を
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
な
ど
に
チ
ェ
ー
ン
で
つ
な
い
で

い
る
場
合
は
、
切
断
し
撤
去
し
ま
す
。

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
な

ど
の
返
還

　
撤
去
さ
れ
た
自
転
車
な
ど
の
返
還

は
、
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
返
還
申
請
の
方
法
な
ど
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
返
還
申
請

日
時

　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末

※　　　　　は「自転車等放置禁止区域」、　　　　は駐輪場です。

第1駐輪場❶

❷
第2駐輪場

❸
第3駐輪場

❹第4駐輪場
❶ 第1駐輪場

第2駐輪場

❷

第3駐輪場

❸

西白井駅前 白井駅前

マタニティ＆ベビー向け講座
プレ☆パパママスクール

プレ☆パパママスクール日程
日時 内容 持ち物

9月11日㈰
10：00～12：30
（受け付け
9：45～）

家族で協力する出産の話、妊娠・育児体
験（妊婦・模擬胎動体験・もく浴・抱っ
こ体験・マタニティヨガ）、食育弁当を食
べながらの交流タイム

母子健康手帳、
筆記用具、食
育弁当代1人
500円

9月15日㈭
10：00～11：30
（受け付け
9：45～）

ママと赤ちゃん・家族のための食事につい
て、デンタルケア、妊娠中に知っておくと
安心！産後に多いトラブルや悩み、産後の
ママ＆赤ちゃんとの交流タイム

母子健康手帳、
筆記用具

　出産と育児について一緒に学びませんか。育児体験などの楽しい内容
で、赤ちゃんを迎える気持ちがわいてきます。
日程　下表のとおり
場所　保健福祉センター
対象　おおむね妊娠6から9カ月までの妊婦とその家族　18組（申し込み順）
※経産婦の人も参加できます。
保育　あり（開催の1週間前までに要申し込み）
■申・■問　電話で健康課母子保健班　☎（497）3495か「ちば電子申請サー
ビス」の白井市「平成28年度マタニティ＆ベビー向け講座申し込み」へ
※電子申請は開催日の1週間前までに申し込んでください。

ベビーサロン「いっぽいっぽ」
　子育て親子が気軽に参加でき、楽しくおしゃ
べりできる場です。親子の触れ合い遊びの紹介
もあります。子育て仲間の輪を広げませんか。
日時　9月15日㈭　午前10時～ 11時30分
（受け付け　午前9時45分～）
場所　保健福祉センター
対象　おおむね生後6カ月までの乳児とその家族
※事前予約は不要で、参加費は無料です。

■問　健康課母子保健班　☎（497）3495

年
始
を
除
く
）　
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分

場
所

　
市
役
所
市
民
安
全
課

持
ち
物

　
返
還
を
受
け
る
人
の
住

所
・
氏
名
が
確
認
で
き
る
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
印
鑑
、

は
が
き
で
通
知
を
受
け
た
場
合
は

「
保
管
自
転
車
等
返
還
通
知
」

移
送
保
管
手
数
料

　
自
転
車
2
、
0

0
0
円
、
原
動
機
付
自
転
車
3
、

0
0
0
円

◆
自
転
車
な
ど
の
返
還

日
時

　
金
・
日
曜
日
（
金
曜
日
が
祝

日
の
場
合
や
年
末
年
始
を
除
く
）　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
放
置
自
転
車
保
管
場
所
（
白

井
3
7
7
―
6
）

持
ち
物

　
返
還
申
請
時
に
発
行
す
る

返
還
許
可
証
、
自
転
車
な
ど
の
鍵
、

印
鑑

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班

　
内

線
3
3
2
1
・
2
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

趣
味
・
教
養
・
学
習

西  

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座

　
秋
に
咲
く
草
花
の
寄
せ
植
え
を
作

り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
9
月
3
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
一
般
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
師

　
田
中

舘
清
子
さ
ん

持
ち
物

　
直
径
25
㌢
㍍
程
度
の
鉢

参
加
費
　
2
、
8
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
8
月
27
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

公  

そ
ば
打
ち
教
室

　
自
分
で
打
っ
た
、
打
ち
立
て
の
そ

ば
（
天
ぷ
ら
付
き
）
を
味
わ
い
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
9
月
8
日
㈭
　
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
1
時
30
分

対
象

　
一
般

　
16
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
健
康
文
化
都
市
夢
ふ
れ
あ
い

サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾

参
加
費

　
8
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
9
月
5
日
㈪
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

コ  

懐
か
し
の
映
画
上
映

「
午
後
の
遺
言
状
」

　「
人
生
の
午
後
」
を
迎
え
た
3
人

の
女
性
を
主
人
公
に
老
い
る
と
は
何

か
、
生
き
る
と
は
何
か
を
シ
ニ
カ
ル

で
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
く
、
第
19
回
日

本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
優
秀
作
品
を
上
映

し
ま
す
。

日
時

　
9
月
8
日
㈭

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
一
般
　
24

人
（
申
し
込
み
順
）

※
保
育
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か
直

接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

子

育

て

駅  

ベ
イ
ビ
ー
タ
イ
ム

　「
音
の
な
る
プ
レ
イ
ボ
ー
ド
」
作

西  

初
心
者
の
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
講
座
〜
は
じ
め

て
の
パ
ソ
コ
ン
〜

　
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
学
ぶ
人
向
け

の
講
座
で
す
。
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
分
か
り
や
す
く
教
え
ま
す
。

日
時

　
9
月
8
日
㈭
・
9
日
㈮
（
全

2
回
）　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0

時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

高
校
生
以
上

　
8
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
1
、
0
0
0
円
（
資
料
代
）

申
　
9
月
4
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

福  

コ
ッ
コ
広
場

　
地
域
の
プ
チ
起
業
家
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

【
コ
ッ
コ
広
場
・
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
】

日
時
・
内
容
・
定
員

　
9
月
9
日
㈮

①
午
前
10
時
〜
正
午
・
ビ
ー
ズ
と
レ

ー
ス
糸
で
ネ
ッ
ク
レ
ス
作
り
・
10
人

②
正
午
〜
午
後
2
時
・
ワ
ン
デ
ー
シ

ェ
フ
ラ
ン
チ
（
玉
子
丼
、
汁
物
、
デ

ザ
ー
ト
）・
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
①
4
0
0
円

　
②
5
0
0

円
（
材
料
費
）

【
コ
ッ
コ
広
場
・
サ
タ
デ
ー
】

　
焼
き
菓
子
の
販
売
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
内
容
・
定
員

　
9
月
10
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
2
時  
①
リ
フ
レ

ク
ソ
ロ
ジ
ー
＆
佐
藤
式
リ
ン
パ
ケ
ア

②
ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
グ
作
り
　
③
コ
ア

キ
ッ
ズ
体
操
・
各
8
人（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
各
5
0
0
円
（
材
料
費
ほ

か
）

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

働
き
づ
ら
さ
に
悩
む

若
い
女
性
の
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
講
座

　
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

苦
手
で
一
歩
ふ
み
出
せ
な
い
人
、
少

し
ず
つ
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

福   女性のためのストレスフリーライフ講座
　自分らしく楽しく生きるためのスキルを学びませんか。
日時　下表のとおり（全4回）
対象　一般女性　12人（応募者多数の場合は全日
程参加できる人を優先し、抽選）
持ち物　①筆記用具　②筆記用具、飲み物、持ち
帰り用の袋　③筆記用具、ねんきん定期便　④飲
み物、汗ふきタオル、ヨガマットかバスタオル
参加費　1,000円（材料費ほか）
保育　あり（要事前予約）
■申　8月29日㈪までに電話か直接福祉センターへ

日時 内容 講師
① 9月7日㈬
10：00～ 12：00 セルフコーチング

コミュニケーションコーチ
Yuriさん

② 9月14日㈬
10：00～ 12：00

アロマの力でより美
しく健康に！

 JAAアロマインストラクター
河野真理さん

③ 9月28日㈬
10：00～ 12：00

女性が知っておきた
い年金のこと

ジブラルタ生命認定チーフイン
ストラクター　堀内園子さん

④ 10月3日㈪
10：00～ 12：00 ろっ骨エクササイズ

日本総合健康指導協会カキラリ
スト　志野村伸子さん

日
程
　
9
月
28
日
㈬
・
29
日
㈭
、
10

月
4
日
㈫
・
5
日
㈬
・
11
日
㈫
・
12

日
㈬
・
18
日
㈫
・
19
日
㈬
・
25
日
㈫
・

26
日
㈬
（
全
10
回
）

時
間
・
内
容
　
仕
事
準
備
講
座
　
午

前
11
時
〜
午
後
0
時
30
分
・
自
己
紹

介
か
ら
始
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
（
9
月
28
日
・
29
日
の
み
）

パ
ソ
コ
ン
講
座

　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
・
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操

作
や
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
活
用
、
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル

対
象

　
15
歳
〜
35
歳
の
独
身
女
性
で

生
き
づ
ら
さ
働
き
づ
ら
さ
に
悩
ん
で

い
る
人
、
高
校
を
中
退
し
て
し
ま
っ

た
人
な
ど
　
10
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
）

申
　
9
月
13
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

り
を
楽
し
ん
だ
り
、
洋
菓
子
を
食
べ

な
が
ら
茶
話
会
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
24
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象

　
生
後
2
か
ら
6
カ
月
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者
　
15
組
（
申
し
込

み
順
）　

持
ち
物

　
バ
ス
タ
オ
ル
か
マ
ッ
ト
、

飲
み
物
（
保
護
者
用
）

参
加
費

　
1
5
0
円
（
材
料
費
ほ
か
）

申
　
19
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

公  

い
る
か
さ
ん

　
果
物
狩
り
ご
っ
こ
を
し
て
、
み
ん

な
で
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
9
月
5
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
平
成
22
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
26
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　
10
組

（
申
し
込
み
順
）

申
　
9
月
2
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

　文化財を現在に生かしながら未来に伝
えるため、市では指定文化財に指定し保
護・活用をしています。8月2日付けで下
記の1件を新たに指定しました。
■問　文化課文化班　☎（492）1123

谷田の三猿庚申塔
　寛文10（1670）
年に造立されたこ
の庚申塔は、市内
でも最古かつ最大
のもので、市内の
信仰の歴史を理解
する上で重要なも
のです。
※下の「歴史のし
ずく」もご覧くだ
さい。

市指定文化財に指定
しました

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

谷
田
の
三

さ
ん
ざ
る
こ
う
し
ん
と
う

猿
庚
申
塔

　
神
々
廻
地
区
と
印
西
市
船
尾
地

区
を
結
ぶ
市
道
0
0
―
0
1
4
号

線
を
通
る
と
、
谷
田
地
区
の
道
路

沿
い
に
石
塔
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
一

角
が
目
に
入
り
ま
す
。

　
石
塔
群
は
庚
申
塔
13
基
、
出
羽

三
山
塔
2
基
、
二
十
三
夜
塔
2
基

な
ど
総
計
25
基
で
構
成
さ
れ
、
庚

申
塔
が
主
体
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、

石
造
物
調
査
報
告
書
で
は
「
谷
田

庚
申
塚
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
谷

田
地
区
の
皆
さ
ん
が
管
理
を
行
っ

て
お
り
、
こ
こ
に
今
回
紹
介
す
る

谷
田
の
三
猿
庚
申
塔
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
庚
申
塔
は
江
戸
時
代
の
寛

文
10
（
1
6
7
0
）
年
11
月
に
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
4
月
に
紹
介
し

た
木
地
区
の
鷲わ
し
神
社
境
内
に
あ
る

「
鷲
神
社
の
三
猿
庚
申
塔
」
と
全

く
同
じ
年
・
月
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
、
市
内
の
庚
申
塔
で
は
最
古

と
な
り
ま
す
。
ま
た
総
高
1
9
1

㌢
㍍
を
測
り
、
市
内
に
あ
る
庚
申

塔
の
中
で
は
最
大
で
あ
る
た
め
、

石
塔
群
の
中
で
も
一
際
大
き
な
存

在
感
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
形
態
は
台
石
の
上
に
角
柱
型
の

塔
身
が
載
り
、
そ
の
上
に
笠
を
置

く
笠
付
角
柱
型
と
い
う
型
式
で
す
。

　
塔
身
の
正
面
下
部
に
は
、
三
猿

（
右
か
ら
見
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
・

言
わ
ざ
る
）
が
浮
き
彫
り
さ
れ
、

上
部
に
は
現
世
と
来
世
が
共
に
幸

せ
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
建
て
た

こ
と
、
三
猿
の
下
部
お
よ
び
側
面

に
は
携
わ
っ
た
谷
田
村
の
人
々
の

名
前
、
建
て
た
年
代
が
刻
ま
れ
て

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

い
ま
す
。

　
庚
申
信
仰
は
、
当
初
、
猿
と
は

無
関
係
で
し
た
。
室
町
時
代
に
比

叡
山
の
山
王
信
仰
と
習
合
し
た
際
、

山
王
神
の
使
者
で
あ
る
猿
が
取
り

入
れ
ら
れ
た
と
の
説
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
説
で
は
、
江
戸
時
代
で
も
最

初
期
の
庚
申
塔
の
猿
は
1
匹
や
2

匹
で
目
･
耳
･
口
も
ふ
さ
い
で
い

な
か
っ
た
も
の
が
、
三
猿
を
三さ
ん
し尸

に
見
立
て
、
悪
事
を
天
帝
に
報
告

さ
せ
な
い
と
い
う
意
味
付
け
に
し

た
こ
と
で
誕
生
し
た
と
説
明
し
て

い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
三
猿
は
庚
申
信
仰
の

主
尊
で
あ
る
青
面
金
剛
の
使
者
の

た
め
刻
ま
れ
て
い
る
と
の
説
も
あ

る
な
ど
、
猿
と
の
関
係
は
庚
申
信

仰
が
中
国
か
ら
日
本
へ
伝
来
後
に

仏
教
や
さ
ま
ざ
ま
な
習
俗
と
結
び

付
く
過
程
で
創
出
さ
れ
た
も
の
で

す
が
、
申
＝
猿
と
い
う
だ
け
の
単

純
な
話
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
　

　
庚
申
信
仰
は

平
た
く
い
え
ば

延
命
長
寿
の
祈

願
で
、
火
難
除

け
、
盗
賊
除
け
、

降
雨
祈
願
な
ど

と
共
に
人
々
の

生
活
の
中
で
重
要
な
祈
願
・
信
仰

で
す
。
こ
の
庚
申
塔
は
民
間
信
仰

に
基
づ
い
て
建
て
ら
れ
た
市
内
の

石
造
物
の
中
で
は
最
古
級
で
、
庚

申
塔
の
中
で
は
最
古
か
つ
最
大
で

あ
る
こ
と
か
ら
重
要
な
資
料
と
い

え
ま
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

庚申塔の三猿部分

　第67回印旛郡市民体育大会が7月10日から24日までの間、八街市
を主会場として開催され、各会場で熱戦が繰り広げられました。
　印旛郡市民体育大会は、印旛郡市におけるスポーツの普及・振興
を図ることなどを目的として、毎年開催されています。
　白井市は16競技・24種目に308人（男子207人、女子101人）の選
手が参加しました。大会結果は次のとおりです。
【総合成績】
第1位　佐倉市、第2位　印西市、第3位　八街市、第4位　白井市、
第5位　四街道市、第6位　富里市、第7位　栄町、第8位　酒々井町
【白井市の入賞種目】
優勝　卓球女子、柔道、ソフトボール女子　準優勝　陸上男子、バ
レーボール男子、テニス男子、バドミントン男子、空手道、サッカー
第3位　バレーボール女子、ソフトテニス男子、ソフトボール男子、
バスケットボール男子、テニス女子、バドミントン女子
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3435

印旛郡市民体育大会結果
～卓球女子、柔道、ソフトボール女子が優勝～

卓球女子

ソフトボール女子
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募
集
・
伝
言
板

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆「
に
こ
に
こ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

出
店
者
募
集

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
子
ど
も
用

品
や
日
用
品
な
ど
）
の
出
店
者
を
募

集
し
ま
す
。
食
品
類
の
出
店
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
19
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
　
場
所
　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
募
集
数
　
30
区
画

（
申
し
込
み
順
・
1
区
画
2
㍍
×
2

㍍
）　
参
加
費
　
1
、
0
0
0
円

申
・
問

　
各
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込

書
に
記
入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
で
に
こ

に
こ
部

　
根
本
☎
0
8
0
（
6
5
7

2
）
9
9
7
8
・

（
4
9
1
）
7

6
3
6
へ

◆
「
子
ど
も
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
教
室
」

会
員
募
集

　
料
理
や
手
芸
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
を
仲
間

と
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
程

　
日
曜
日
（
月
1
回
）　
午
前

10
時
〜
正
午

　
場
所

　
冨
士
セ
ン
タ

ー
　
対
象

　
小
学
3
〜
6
年
生

　
参

加
費
　
1
回
5
0
0
円
（
材
料
費
）

問
　
こ
ぶ
た
の
お
う
ち

　
黒
川
☎

0
9
0
（
4
2
5
5
）
3
2
0
2

◆
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
登
録
更
新

　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
の
資
格
有
効
期
限
が
平
成
29
年
3

月
31
日
の
人
は
、
登
録
の
更
新
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
更
新
申
請

書
類
は
、
該
当
者
の
登
録
住
所
に
郵

送
し
ま
す
。

　
手
続
き
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
資

格
を
喪
失
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
9
月
1
日
㈭
〜
14
日
㈬

講
習
会
受
講
日
　
11
月
10
日
㈭
・
16

日
㈬
の
い
ず
れ
か
1
日

　
講
習
会
会

場
　
千
葉
市
民
会
館

問
　
千
葉
県
下
水
道
協
会
事
務
局

（
千
葉
市
役
所
下
水
道
経
営
課
内
）

☎
0
4
3
（
2
4
5
）
6
1
1
2

◆
東
京
電
機
大
学
情
報
環
境
学
部
公

開
科
目
受
講
生
募
集

　「
公
開
科
目
」
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

開
講
期
間
　
9
月
7
日
㈬
〜
12
月
22

日
㈭
　
公
開
科
目
・
開
講
曜
日
・
開

講
時
間

　【
①
異
文
化
理
解
】　
水
曜

イ

ベ

ン

ト

◆
N
P
O
法
人
谷
田
武
西
の
原
っ
ぱ

と
森
の
会
「
里
山
の
散
策
」

　
ご
み
を
拾
い
な
が
ら
、
夏
の
谷
田

を
散
策
し
ま
す
。

日
時
　
27
日
㈯
　
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）　
集
合
場

所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
清
戸
）　
対

象
　
市
民
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
飲
み
物
、
帽
子
　
参
加
費

1
0
0
円
（
保
険
代
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。
中
学
生
以
下
は
参
加

費
無
料
で
す
。

申
・
問

　
23
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
メ

ー
ル
で
矢
野
☎
0
8
0
（
5
0
8
7
）

7
2
3
5
・

 y
m
h
arap

p
a@

y
ah
oo.co.jp

へ

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
①
8
月
27
日
㈯
・
船

橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

　
②
9
月

24
日
㈯
・
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

　
時
間

　
午
後
1
時
〜

4
時
　
対
象
　
一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
残
暑
厳
し
き
折
、
朗
読
の
世
界
で

ひ
と
と
き
、
暑
さ
を
忘
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
9
月
2
日
㈮
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
15
分
　
場
所
　
文
化
セ
ン

タ
ー
2
階
研
修
室
　
入
場
料
　
無
料

問
　
朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」　
佐
藤

☎
（
4
9
2
）
6
2
2
4

◆
喫
茶
室
「
み
る
く
」

　
第
三
小
学
校
区
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
の
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、

地
域
交
流
の
場
を
開
設
し
ま
す
。
親

子
遊
び
や
誕
生
会
な
ど
も
行
い
ま
す
。

日
時

　
9
月
2
日
㈮
、
10
月
7
日
㈮
、

11
月
4
日
㈮
、
12
月
2
日
㈮

　
午
前

11
時
〜
午
後
1
時

　
場
所

　
冨
士
セ

ン
タ
ー
　
対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者
、地
域
住
民（
自
由
参
加
で
ケ
ー

キ
は
1
0
0
円
、
飲
み
物
は
無
料
）

問
　
井
川
☎
0
8
0
（
5
4
1
0
）

8
8
2
2

◆
印
旛
沼
環
境
基
金
公
開
講
座

　「
い
ん
ば
沼
の
水
質
浄
化
を
考
え

る
〜
手
賀
沼
の
ア
オ
コ
回
収
・
浄
化

用
水
導
入
を
事
例
に
し
て
〜
」
を
テ

ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
9
月
10
日
㈯
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

　
場
所

　
ミ
レ
ニ
ア

ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉
ホ
ー
ル

　
対
象

　

一
般
　
1
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
公
益
財
団
法
人
印
旛
沼
環
境

基
金
　
本
橋
敬
之
助
上
席
研
究
員
　

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
電
話
で
佐
倉
市
役
所
環
境

政
策
課
☎
0
4
3
（
4
8
4
）
4
2

7
8
（
平
日
の
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
）
へ

◆
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　
七
次
台
小
学
校
区
の
住
民
同
士
の

ふ
れ
あ
い
・
交
流
の
場
と
し
て
住
民

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
軽
食
を
食
べ
な
が
ら
楽
し
く
交
流

を
深
め
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
9
月
13
日
㈫
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

　
場
所

　
七
次
台
会
館

　

対
象

　
七
次
台
小
学
校
区
の
住
民

　

25
人
（
申
し
込
み
順
）　
内
容

　
骨

密
度
測
定
ほ
か
　
参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
8
月
31
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
七
次
台
小
学
校
区
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
☎
（
4
0
1
）
4
1
0
5

（
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
4
時
）
へ

子

ど

も

西  
親
子
で
！
科
学
体
験

教
室

　
身
近
な
科
学
の
不
思
議
を
体
験
し

よ
う
。

日
程

　
9
月
11
日
㈰

時
間
・
内
容
　
①
午
前
10
時
〜
正
午
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
で
ロ
ケ
ッ
ト
を

作
っ
て
飛
ば
そ
う
　
②
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
・
草
木
染
め
を
科
学

し
よ
う

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
　
各

15
組
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー

加
地
浩
成
さ
ん
、
堀
本
能
之
さ
ん

参
加
費

　
各
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
9
月
9
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

福  

お
や
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ

　「
お
や
こ
筆
文
字
体
験
」
で
思
い

が
伝
わ
る
文
字
を
書
い
て
み
よ
う
。

日
時

　
9
月
17
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
10

組
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
1
組
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
9
月
9
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

桜  

子
ど
も
囲
碁
・
将
棋

教
室

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
優
し

く
教
え
て
く
れ
ま
す
の
で
、
初
め
て

の
子
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
9
月
24
日
㈯
、
10
月
22
日
㈯
、

11
月
26
日
㈯
　
午
後
1
時
30
分
〜
3

時
30
分

※
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
自
由

参
加
）

高

齢

者

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
25
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

シ
ニ
ア
向
け
ス
ポ
ー

ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

　
日
常
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
ス
ト

レ
ッ
チ
や
体
操
、
筋
ト
レ
、
音
楽
に

合
わ
せ
た
運
動
な
ど
を
楽
し
く
行
い

ま
す
。

日
時

　
9
月
3
日
・
10
日
、
10
月
1

日
・
15
日
（
各
土
曜
日
・
全
4
回
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象

　
全
日
程
参
加
で
き
る
市
内
在

住
の
お
お
む
ね
60
歳
以
上

　
30
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師
　
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー

大
塚
祐
司
さ
ん

持
ち
物
　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

申
　
8
月
25
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

初
め
て
の
ヨ
ガ
教
室

　
体
の
ゆ
が
み
を
調
節
で
き
、
さ
ら

に
ス
ト
レ
ス
解
消
や
脳
を
活
性
化
さ

せ
る
効
果
の
あ
る
「
ヨ
ガ
」
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
9
月
6
日
・
13
日
・
20
日
・

27
日
（
各
火
曜
日
・
全
4
回
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分 

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
女
性

　
12
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

講
師
　
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
　

玉
内
集
子
さ
ん

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
靴
下

申
　
8
月
29
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

コ
イ
ン
ケ
ー
ス
作
り

講
習

　
使
わ
な
く
な
っ
た
ネ
ク
タ
イ
や
お

気
に
入
り
の
布
で
コ
イ
ン
ケ
ー
ス
を

作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
9
月
6
日
㈫
・
13
日
㈫
・
20

日
㈫
（
全
3
回
）　
午
後
1
時
〜
3
時

対
象
　
60
歳
以
上
　
15
人
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物

　
ネ
ク
タ
イ
か
10
㌢
㍍
×
15

㌢
㍍
の
布
を
4
枚
、
裁
縫
道
具

参
加
費
　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
8
月
29
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

シ  

自
転
車
点
検
・
整
備

講
習
会

　
自
転
車
の
点
検
と
整
備
方
法
の
基

本
に
つ
い
て
、
講
義
と
実
技
で
学
び

ま
す
。

日
時
　
9
月
9
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
5

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
　
8
月
31
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

コインケース

日
・
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
20
分
　

【
②
歴
史
Ⅱ
】　
月
・
金
曜
日
・
午
前

9
時
30
分
〜
10
時
20
分

　【
③
欧
米
・

ア
ジ
ア
事
情
】　
月
・
金
曜
日
・
午

前
10
時
30
分
〜
11
時
20
分
　【
④
時

事
問
題
】　
火
・
木
曜
日
・
午
前
11

時
30
分
〜
午
後
0
時
20
分
　【
⑤
国

際
関
係
論
】　
火
・
木
曜
日
・
午
後

3
時
30
分
〜
4
時
20
分

　【
⑥
中
国

語
Ⅰ
】　
火
曜
日
・
午
後
2
時
30
分

〜
4
時
20
分
、
木
曜
日
・
午
後
3
時

30
分
〜
4
時
20
分
　【
⑦
中
国
語
Ⅱ
】

火
曜
日
・
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
20

分
、
木
曜
日
・
午
後
1
時
30
分
〜
3

時
20
分

※
①
〜
⑤
は
英
語
に
よ
る
授
業
で
す
。

こ
の
科
目
を
受
講
し
て
も
、
単
位
を

取
得
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
講
料

　
1
科
目
に
つ
き
1
万
円

申
・
問

　
9
月
7
日
㈬
か
ら
30
日
㈮

ま
で
に
直
接
東
京
電
機
大
学
千
葉
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
環
境

学
部
事
務
部
☎
0
4
7
6
（
4
6
）

4
1
1
1
（
平
日
の
午
前
10
時
〜
午

後
4
時
）
へ

◆
平
成
28
年
度
原
爆
被
爆
二
世
健
康

診
断

　
県
で
は
、
原
爆
被
爆
二
世
に
対
す

る
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間

　
平
成
29
年
2
月
28
日
㈫

ま
で

　
対
象
者

　
原
爆
被
爆
者
の
実

子
で
県
内
に
住
所
を
有
し
、
受
診
を

希
望
す
る
人

※
受
診
書
な
ど
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。

検
査
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
一
部
自

己
負
担
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問

　
平
成
29
年
1
月
31
日
㈫（
必

着
）
ま
で
に
受
診
を
希
望
す
る
人
の

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
お
よ
び
被
爆
者
で
あ
る
親
の
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
被
爆
者
健
康
手

帳
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
で
〒
2

6
0
―
8
6
6
7
（
住
所
省
略
可
）

千
葉
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
指
導

課
被
爆
者
援
護
班
☎
0
4
3
（
2
2

3
）
2
3
4
9
へ

2016.8.155
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み ん な の ひ ろ ば

天
　
花
も
木
も
礼
文
の
丘
は
海じ

り霧
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
下
堂
薗
慶
子

地
　
燕
飛
び
想
い
ば
か
り
が
旅
に
出
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
渡
辺
岩
夫

人
　
寺
参
り
僧
と
見
て
い
る
夕
立
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
山
川
純
子

【
選
評
】　
天

　
海
霧
は
海
に
発
生
す
る
夏
の
濃
霧
の
事
で
、
一
寸
先
も

見
え
ぬ
ほ
ど
に
な
る
。
礼
文
島
全
体
が
海
霧
に
包
ま
れ
て
い
る
と
思
え
る
。

地
　
燕
は
春
の
季
語
な
の
で
春
の
句
に
な
る
が
、
燕
の
飛
ぶ
の
を
見
て

旅
心
が
湧
き
、
思
い
ば
か
り
が
あ
れ
こ
れ
と
膨
ら
む
。
海
へ
山
へ
と
心
が

飛
ん
で
ゆ
く
。
人

　
た
ま
た
ま
寺
参
り
に
来
て
居
る
時
、
夕
立
に
会
っ
た
。

僧
と
言
葉
を
交
わ
し
な
が
ら
し
ば
ら
く
雨
宿
り
を
し
て
い
る
。
そ
の
場
の

雰
囲
気
を
よ
く
現
し
て
い
る
。

ひ
ざ
折
り
て
語
り
か
け
た
き
皷

つ
づ
み
ぐ
さ草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
　
石
山
敏
子

亡
き
人
の
面
影
過
る
木
下
闇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山
　
　
　
上
野
寛
義

夏
山
の
濃
淡
映
す
水
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
小
澤
喜
美
子

緑
さ
す
濠
や
見
附
の
石
垣
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台
　
　
　
黒
河
内
和
子

童
地
蔵
の
石
の
ま
ろ
や
か
苔
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口

　
　
斎
藤
裕
子

曇
天
の
仏
塔
飾
る
四よ
ひ
ら葩
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
白
井
　
　
増
子
桂
子

廃
船
や
浜
昼
顔
に
か
ら
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口

　
　
松
村

　
猛

プ
ラ
カ
ー
ド
持
ち
て
炎
昼
を
立
つ
人
が

自
の
プ
ラ
カ
ー
ド
の
裏
に
張
り
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
望
月
玲
子

【
選
評
】
掲
げ
て
い
る
プ
ラ
カ
ー
ド
が
日
差
し
を
遮
り
、
裏
側
が
影
と
な

り
ま
す
。そ
こ
に
人
が
張
り
付
い
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。街
角
で
出
会
っ

た
光
景
が
す
く
い
取
ら
れ
ま
し
た
。

眠
る
ご
と
逝
き
た
る
義
父
の
思
い
出
は

畑
に
鍬
う
つ
野
良
着
の
背
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

銀
座
に
も
燕
の
巣
二
ヶ
所
の
こ
る
ニ
ュ
ー
ス

赤
き
喉
の
み
どが

ち
ら
り
と
映
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
　
関
根
千
浪

サ
ロ
ン
に
て
楽
し
く
歌
う
ナ
ツ
メ
ロ
に

老
女
の
わ
れ
も
大
口
あ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
名
越
た
て
み

戦
友
は
す
で
に
夜
空
の
星
と
な
り

我
れ
は
卒
寿
を
独
り
悲
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山
　
　
　
山
本
庸
雄

　セミの声がにぎやかで冷えた
梨がおいしい季節です。平日午前
中から通りで子どもたちの姿を見
かけるのもこの時期ならではです
ね。
　元気な子どもたちの笑顔は、活
気ある地域のしるし。子どもたち
が安心して戸外に出られる町づく
りをしたいものです。子どもたち
が事件・事故に巻き込まれないた
め、事故を起こさないために見守
ることも私たちの活動です。
　昨今、不審者の出没をよく聞き
ますが、礼儀正しくあいさつでき
る子は、しっかりした子・地域に
知り合いの多い子とみられ、悪意
ある人から狙われにくくなるそう
です。通りですれ違ったら「こん
にちは！」と大人からハキハキあ
いさつしてお手本になりたいです
ね。また、自転車などで危ない行

為を見かけたら、きちんと注意し
ます。誰かが「危ない」と教えな
いと、危ないと気付かない事もあ
りますから。お互いの安全を守る
ため、声の掛け合いはとても大切
だと思います。
　そして、夏休みが明けたら元気
に学校生活に戻れるよう、応援も
します。夏休み終盤なのに気持ち
が切り替わらなかったり、心が学
校から離れてしまったり…そんな
心配が家庭内にあったら、私たち
に話してみませんか。子育ては、
悩みと戸惑いの連続です。でも、
お子さんのこととなるとめったな
人には話せないのが親心。私たち
が守秘の責任を持ってお聞きしま
す。
※この記事は民生委員児童委員連
絡協議会広報部会が作成しています。
■問　社会福祉課厚生班　内線5303

あ
の
戦
争
を
語
り
継
ぐ

平
和
宣
言
都
市

30
周
年
記
念
連
載
⑤

青
春
の
記
憶

　
私
は
昭
和
16
年
、
高
等
小
学
校
を

卒
業
し
た
14
歳
の
時
に
国
策
に
従
っ

て
満
洲
（
中
国
東
北
部
）
へ
開
拓
に

赴
き
ま
し
た
。
荒
涼
と
し
た
宿
舎
で
、

ほ
と
ん
ど
報
酬
も
な
く
、
食
事
も
一

汁
一
飯
で
た
ま
に
一
菜
が
加
わ
れ
ば

ご
ち
そ
う
で
し
た
。
今
思
え
ば
不
自

由
を
不
自
由
と
思
わ
な
い
生
活
に
慣

ら
さ
れ
、
耐
え
ら
れ
た
の
は
、
農
山

村
の
純
情
無
心
な
少
年
だ
っ
た
か
ら

で
し
ょ
う
か
。
昭
和
20
年
5
月
に
兵

役
に
就
き
ま
し
た
が
、
ほ
ど
な
く
終

戦
と
な
り
、
ソ
連
軍
の
捕
虜
（
シ
ベ

   

山
本
庸
雄
さ
ん

　
90
歳

　

                          

南
山
地
区
在
住

リ
ア
抑
留
）
と
な
り
ま
し
た
。
私
た

ち
を
乗
せ
た
貨
物
列
車
は
満
州
を
出

て
約
1
カ
月
走
り
続
け
、
同
年
10
月

中
旬
頃
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
カ

ラ
ガ
ン
ダ
の
収
容
所
へ
到
着
し
ま
し

た
。

　
私
が
従
事
し
た
の
は
炭
坑
作
業
で

し
た
。
当
時
石
炭
は
黒
ダ
イ
ヤ
と
呼

ば
れ
、
炭
坑
労
働
は
優
遇
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
厳
寒
酷
暑
の
地
上
作
業
に

比
べ
、
炭
坑
の
中
は
夏
涼
し
く
冬
暖

か
い
の
で
恵
ま
れ
て
い
た
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
私
な
ど
は
最
も
若
く
、

炭
坑
作
業
も
不
自
由
な
収
容
所
生
活

も
そ
れ
ほ
ど
の
苦
痛
を
感
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
運
動
会
や

演
芸
会
な
ど
も
あ
り
、
そ
ん
な
に
暗

い
雰
囲
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
落
盤
事
故
で
亡
く
な
っ
た

同
僚
や
友
人
も
い
ま
し
た
し
、
体
力

の
弱
い
人
は
別
の
軽
作
業
収
容
所
に

移
っ
て
行
き
ま
し
た
が
生
死
の
ほ
ど

は
分
か
り
ま
せ
ん
。
昭
和
24
年
10
月

に
ナ
ホ
ト
カ
（
ロ
シ
ア
）
か
ら
舞
鶴

（
京
都
府
）
経
由
で
帰
郷
し
ま
し
た
。

　
戦
争
に
つ
い
て
は
勝
敗
が
注
目
さ

れ
が
ち
で
す
が
、
戦
争
が
言
論
の
統

制
、
物
資
の
制
限
な
ど
、
社
会
・
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
国
民
の
自
由
を

奪
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

♦
シ
ベ
リ
ア
抑
留
　
第
二
次
世
界
大

戦
末
期
に
満
州
に
侵
攻
し
占
領
し
た

ソ
連
は
、
終
戦
後
武
装
解
除
し
投

降
し
た
日
本
軍
捕
虜
・
民
間
人
ら

約
57
万
5
千
人
を
シ
ベ
リ
ア
な
ど
に

移
送
隔
離
し
て
強
制
労
働
さ
せ
、
約

5
万
5
千
人
が
亡
く
な
っ
た
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
4

※
体
験
談
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　7月13日に千葉県主催の平成28年度
「東京オリンピック・パラリンピック
アスリート強化・支援事業」強化指定
証授与式がホテルポートプラザちば
で開催されました。
 千葉県では、県出身の選手が1人でも
多く東京オリンピック・パラリンピッ
クで活躍できるよう、出場を目指すト
ップクラスのアスリート171人（オリ
ンピック28競技123人、パラリンリッ
ク22競技48人）を「特別強化選手」として指定しています。特別強化選手に
指定されると、海外遠征費用や競技用具整備費などの支援を受けることができ
ます。
　白井市出身でウエイトリフティング選手の安藤美希子さんも特別強化選手に
選ばれ、授与式ではオリンピック選手代表として登壇し、諸橋副知事から「特
別強化指定証」を受け取りました。
　授与式後に行われた報道陣の取材で安藤選手は「リオ五輪で経験を積み、次
の東京五輪にも出場し、メダルが取れるように4年間で力を付けていきたい」
と力強く意気込みを語りました。
※広報入稿の都合により、安藤選手のリオ五輪の結果は9月1日号に掲載予定です。

安藤選手が「東京五輪アスリート特別
強化指定選手」に選ばれました

子どもたちが笑顔で楽しく仕事体験
「白井産業まつり　ワーキング・キッズ・アドベンチャー」

　7月2日に白井コミュニティセンターで開催された「白井産業まつり」の新イ
ベント「ワーキング・キッズ・アドべンチャー」に定員いっぱいの130人の子
どもたちが参加しました。
　子どもたちは、センター内に設けられた市役所で住民登録をしてからハロー
ワークで体験できる職業を紹介してもらい、希望する職業のブースで仕事体験
をします。体験後に給料（模擬紙幣）をもらい、銀行で菓子と交換するという
本格的なものでした。12の市内企業の協力のもと、子どもたちが警察官や消防
士、大工、医者、銀行員など、いろいろな職業を楽しみながら体験しました。
　印西警察署のブースでは警察官の衣装に着替えた子どもたちが、館内をパト
ロールし、犯人を捕まえるなどの体験をして「将来は警察官になりたい!」と
目を輝かせていました。
　ワーキング・キッズ・アドべンチャー実行委員長の佐々木重孝さんは「キッ
ザニアのようなものが白井市でもできたらと思い提案しました。子どもたちと
保護者に地元にある企業を知ってもらえるきっかけ作りになればと思います。
私たちも楽しみながら開催することができました」と話してくれました。

警察官になって「悪い人は逮捕するぞ！」

強化指定証を受け取る安藤選手

す
ぐ
傍
（
そ
ば
）
に
い
ま
す

民
生
委
員
は

あ
な
た
の
暮
ら
し
の

大工になって家づくりにチャレンジ

金属測定士になって金属の大きさを測定中

医師になって健康チェック


